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建築஦例集／一般社団法人日本建設業連合会ࣝࣈࢼࢸスࢧ

※本஦例ࢺ࣮ࢩおよび記載内容の஧次利用を禁止します

Q2.02. 耐用性࣭信頼性㸦高耐用年数外壁、災害時の空調換気࣭給排水࣭電源機能確保㸧

LR1.1. 建物外皮の熱負荷抑制㸦Low-eࣛ࢞ス㸧

LR1.3. 設備ࢩスࢸムの高効率化㸦簡易ࣇ࢔࢚ロ࣮ウ࢕ンࢻ、空調࣮ࢰンの細分化、加湿制御㸧

LR2.2. 非再生性資源の使用量削減㸦高強度構造躯体の採用、࣮࢝ࣝ࢖ࢱペッࢺ等ࣜࣝࢡ࢖ࢧ材の使用㸧

LR2.3. 汚染物質含有材料の使用回避㸦有害物質を含ま࡞い建材の利用㸧

LR3.2. 地域環境への配慮㸦大気汚染防止、雨水排出抑制、交通負荷抑制㸧

BPI 0.92 

BEI(通常の計算法㸧 0.85
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A. 環境配慮࢖ࢨࢹン B. 省࢚ネ࣭省（O2技術 （. 各種制度活用 ）. 評価技術／FB

E. ࣝ࢔ュ࣮ࢽࣜ F. 長ᑑ命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産࣭施工࡜の連携

I. 周辺࣭地域への配慮 J. 生物多様性 K. その他
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国際歓迎･交流拠点としての省㻯㻻
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㸦名古屋市版㸧

建物鳥瞰

発注者 ささしまࣛ24ࣈ࢖特定目的会社

設計･監理 株式会社 竹中工務店

T㻭㻷E㻺㻭㻷㻭 㻯㻻㻾㻼㻻㻾㻭TI㻻㻺

施工 株式会社 竹中工務店

Glo㼎㼍l G㼍te

所在地 愛知県名古屋市

竣工年 2017 年

敷地面積 17,267 ㎡

延床面積 157,543㎡

構造 SR（造、R（造、S造

階数 地ୗ2階、地ୖ37階

3.2

24

設計担当者

統括：長谷川 寛／建築：鈴木 貴紀、本多 英行、ୖ河内 浩、夏目 将平／構造：浅野 ୕男、梅村 建次

設備：小島 福生、小西 弘高、棟保 義憲、金子 研、田島 秀樹
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ྡྂ屋駅南西約㻝㎞䛻఩置䛧䚸運河䛛䜙䛾物流拠点䛸䛧䛶鉄道䛸高速道路

䛻䜘䛳䛶ษ䜚ྲྀ䜙䜜た街区䛜䚸新た䛺䛂国際歓迎･交流拠点䛃＝䛂ささ䛧䜎䝷䜲䝤

㻞㻠 地区䛃䛸䛧䛶再開発さ䜜た䚹䜾䝻ー䝞䝹䝀ー䝖䛿䚸ྠ地区䛻整備さ䜜た䝔䝺

ビ局䚸大学䚸映画館䚸䝁ン䝃ー䝖䝩ー䝹等を有䛩䜛街区䛾中核施設䛷あ䜚䚸

鉄道駅を通䛨䛶主要施設䛸㻞㻠時間開放䛾公共歩廊䛷䛴䛺䛢䜙䜜䛶い䜛䚹施設

䛿地上㻟㻢階䛸㻝㻣階䛾䝒䜲ンタワー構成䛸䛧䚸タワー間䛻䛿緑溢䜜䜛商業施設を

配置䛧䛶䚸街区南䛻再生さ䜜た運河䛻呼応䛩䜛䝀ー䝖を䜲䝯ー䝆䛧た䚹

環境配慮䞉省エネ導入技術

空調࣮ࢠネ࢚ࣝスの省࢕ࣇ࢜

オ䝣䜱䝇䜶䝸䜰䛾空調方式䛿空調機･全熱交換器･外気冷ᡣ䝣䜯ン･

㻞㻠時間換気䝣䜯ン･䜶䜰䝞䝸䜰䝣䜯ン䛻䛶構成䛧䛶い䜛䚹夏期及び冬期䛿䚸

全熱交換機能䛷外気負荷をప減䛧䛶い䜛䚹中間期䛿外気䛾温湿度を

計測䛧䚸外気冷ᡣ䛜有効䛺場合䛿䚸全熱交換器を普通換気䝰ー䝗䛻

ษ᭰え䚸外気冷ᡣ䝣䜯ンを運転䛧冷ᡣ負荷をప減䛧䛶い䜛䚹外気冷ᡣ用

䛾排気䝣䜯ン䛿窓際䛾天井裏䛻排気ཱྀを設䛡䚸窓䛛䜙䛾日射䛻䜘䜛発熱

及び照明器具䛾発熱を外部䛻熱排気䛧䚸空調負荷をప減䛧䛶い䜛䚹䜎た䚸

外気冷ᡣ期䛾夜間䛿外気をྲྀ込䜐䛣䛸䛷䚸昼間䛾冷ᡣ負荷をప減䛩䜛

䝘䜲䝖䝟ー䝆換気を行䛳䛶い䜛䚹

外気冷房時のオフ䜱䝇空調フロ䞊図 省エネ機能と外装䝕䝄䜲ンの融合

省࢚ネ機能࢖ࢨࢹ࡜ンを融合したࢸ࣮࢝ンウ࣮࢛ࣝ

タワー䛾外装を特長䛵䛡䜛縦格子状䛾㻼㻯䛿䚸内部䛛䜙䛾眺望を阻害䛫䛪

日射遮蔽率を向上䛩䜛断面形状䛸䛧䚸外皮空調負荷を抑制䛧䛶い䜛䚹䜎た䚸

㻼㻯䛻䛿䚸窓際䛾冷暖気を天井内へ排出䛧オ䝣䜱䝇䛾居ఫ性を高䜑䜛機能や

給排気ཱྀ䛾機能を持た䛫䚸設備機能䛸䝕䝄䜲ン䛜融合䛧た快適䛺窓際環境

を実現䛧䛶い䜛䚹

地域࡜共࡟省（O
2

を先導

国内᭱高䜽䝷䝇䛾高効率地域冷暖ᡣ䝅䝇䝔䝮を導入䛧周辺施設䛻熱供給䛩䜛

ྲྀ䜚組䜏䛜䚸地域全体䛷省㻯㻻
㻞

を推進䛩䜛䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛸䛧䛶䚸国土交通省䛾

䛂ఫ宅･建築物省㻯㻻
㻞

先導事業䛃䛻全国䛷初䜑䛶䜶䝸䜰採択さ䜜た䚹䛂ささ䛧䜎

䝷䜲䝤㻞㻠 協議会䛃䛻䜘䜛地域協働活動䛸䛧䛶䚸ビ䝑䜽䝕ータ集計解析䛻䜘䜛

地域䝬ネ䝆䝯ン䝖や䚸複数建物䛾異䛺䜛䜶ネ䝹䜼ー消費特性䛻対応䛧た

熱回収利用等を実施䛧䚸地域䜶ネ䝹䜼ー䛾᭱適化䛻寄与䛧䛶い䜛䚹様々䛺

環境配慮技術を開発･導入䛧䚸䝟䝑䝅䝤䛺自然䜶ネ䝹䜼ー利用䛸融合さ䛫䚸

㻯㻭S㻮㻱㻱ྡྂ屋䛻䛚い䛶䚸S䝷ン䜽をྲྀ得䛧䛶い䜛䚹

BEMSの導入࡜地域一体࡛の࢚ネ࣮ࣝࢠ最適管理

各ᡤ䛻電力･熱量･水量等䛾計測器を設置䛧䚸㻮㻱MS䛻䜘䜛運用実績䝕ータ

蓄積及びศ析を行い䚸設備機器䛾᭱適䛺運用･管理を実施䛧䛶い䜛䚹䜎た䚸

運用実績䝕ータを㻰H㻯䛸共有䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸䜶䝸䜰᭱適䛸䛺䜛㻰H㻯䛾機器

運用䛻活用䛧䛶い䜛䚹

災害時࡟ᑐ応したB（Pᑐ策

非常用発電機㻟㻡㻜㻜kV㻭を設置䛧䚸給排水䝫ン䝥や保安用照明䝁ンセン䝖

へ電源供給䛧䛶い䜛䚹䝔䝘ン䝖用䛸䛧䛶䚸㻣㻞時間運転䛷䛝䜛燃料䛸自家発電

設備設置䝇䝨ー䝇を確保䛧た䚹備蓄倉庫䛾実装䚸帰宅困難者䛾一時ཷ入

䜜䝇䝨ー䝇確保等䚸災害時䛻䛚䛡䜛地域䛾避難拠点䛸䛧䛶環境を整備䛧た䚹

名ྂ屋駅エ䝸䜰の新たな玄関ཱྀ

䝹䞊䝖切替䝅ャ䝑タ䞊ゲ䞊䝖を䜲メ䞊䝆した䝒䜲ンタワ䞊 格子状㻼㻯詳細


